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三浦半島，江奈湾干潟におけるハクセンシオマネキの出現

工藤孝浩・山田陽治

Takahiro Kudo and Yohji Yamada: Occurrence of Fiddler Crab，【!calactea 

(Crustacea: Ocypodidae) on the Tidal Flat of the Ena Bay，恥1iuraPeninsula 

はじめに

シオマネキ類は，雄の片方のはさみ）Jt[Jが巨大化す

る特異な姿でよく知られるスナガニ科のカニで，日

本には lO種， うち本土には伊勢湾以西に2種が分

布する（止旧， 1995）。本土産2種の生息地

コーノレ90%溶液にて固定後に標木写真が撮影され

た（図4）。なお，本個体の標本は，葉山しおさい

｜専物館カニ類資料（HSM-Crb）として登録 ・保管さ

J＇している。

である干潟や河口域は埋め立てや港湾 ・河

川の改修工事などの人為的影響を受けやす

く，各産地で個体数が減少しており，環境

庁版のレッドデータブックに希少種と して

掲載された（環境庁編，j991）。

これまで，本県におけるシオマネキ類の

確実な出現記録はなかったが，このたび三

浦半島南端部に位置する干潟においてハク

センシオマネキVealact仰の雄 l個体が発

見 ・採集されたのでここに報告する。

発見・採集の経過

1999年6月29日，著者の一人で、ある山田

は， 三浦市南下浦町の江奈湾における干潟

生物の目視観察中に，ハクセンシオマネキ

の雄 l個体を発見した。本個体は，コメツ

キガニScopimeraglobosaやチゴ、ガニllyoplax

pusi/lusの群がりの中にいたが，白い巨大は

さみ脚を大きく振るウェーヴィング、行動を

とっていたため容易に存在が認められた。

発見地点は，干潟を流れ下るrli&;2mほど

の最も大きな樗筋の右岸に形成された砂質

分に富むなだらかな高まりの上流端で，背

後のヨシ原から Smほど離れていた（図 l

B, 2）。本個体に接近したところ，約 lmま

で近づいた時点でそばにあった巣穴に隠れ

たので，掘り返して採集した。巣穴はIOcm

前後の深さがあり，底質は固く締まってい

たため素手で掘るのは困難だ、った。

本個体は，採集後改めて干潟上に置かれ
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図2 江奈湾干潟の本標本発見地点付近（1999年7月2日

撮影）

図3 江奈湾干潟における生態（1999年6月29日撮影）

図4 ／工奈湾干潟において採集された標本（甲l幅

14.89rnrn，甲長9.24mrn，雄， 標本番号HSM  Crb 0525) 

登録標本の記載

HSM Crb-0525，甲 1ji~ 14.89mm，甲長9.24mm,t1f。

巨大はさみ脚 （左側） の可動指の長さl7.3mm，可

動指十不動指の長さ 22.lmm，両指のll交合面に目

立った歯はない。

生鮮時の甲の色は淡褐灰色で，若干青みがかつて

おり，不明瞭な明色の雲状斑があった。巨大はさみ

脚の掌部から指部にかけては乳白色で指部先端は純

白，長節 ・腕節はクリーム色で、あった。アノレコーノレ

溶液保存 lヶ月後では，甲の雲状斑がさらに不明瞭

になったほか大きな色彩の変化はみられていない。
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補足現地調査

本標本が幼生の自然分散によって江奈湾干潟に

定着したとすれば，現地には本標本のほかに未発

見の個体，特に目立たない雌がいる可能性が考え

られた。また，三浦半島の他の干潟に別の個体が定

着している可能性も考えられた。

そこで著者の一人工藤は， 本標本発見後すみや

かに江奈湾および周辺にある毘沙門湾， 小網代湾

並びに小田和湾の干潟を数次にわたって踏査目視

観察法によって調査し （図lA）， 本種の発見に務

めた。結果は表 lのとおりであり，スナガニ科と し

ては各調査地で、ヤマトオサガニMacrophth正limus

jαponicus，コメツキガニ， チゴガニが確認された

が，本種は発見できなかった。また，並行して聞き

取りによる情報収集も行ったが，シオマネキ類に

関する情報は得られなかった。

なお本種発見のニュースは，補足調査が終了した

1999年8月2日付け神奈川新聞の l面に掲載された。

考察

冒頭に，本標本の発見 ・採集が，木県におけるシ

オマネキ類の初記録である と述べたが，酒井

( J 976）によれば， Parisiのコレクションの中に三崎

産とされるハクセンシオマネキの亜種 Ucalactea 

annulipes （現在は U.annulipesという独立種） があ

る。しかし，酒井自身が木亜種の国内の分布に対し

て否定的な見解を示しており（酒井， 1976），現在

認められている産地はインド洋以西であることか

ら（和田恵次氏私信），三崎産とされる標本は他産

地のものとの取り違え，あるいは混同であると考

えられている（池田等氏私信）。

干潟海岸に生息する底生生物全般にわたる分布

域と現状を初めて全国規模でとりまとめた（財）世

界自然保護基金日本委員会（1996）によれば，ハ

クセンシオマネキの分布は伊勢湾以西（以南） と

された。

また3 東邦大学の風呂田利夫助教授は，日本ベン

トス学会がインターネット上に開設しているベン

トスメーリングリストに江奈湾における本種発見

情報を公開すると ともに，専門家・アマチュア研究

者から広く分布情報を求めた。その結果，伊勢湾で

は絶滅寸前で 1998年には久しぶりに生息が確認さ

れた （帝釈元氏私信）としづ情報が得られた一方，

愛知県以東の分布に関する情報は得られなかった

(1999年 10月時点）。

したがって，本報が本県におけるシオマネキ類

の初記録となるとともに，従来の東限および北限

を大111高に更新する記録と判断される。



表 1 三浦半島の干潟におけるハクセンシオマネキの補足調査結果（1999年）

調査地 調査月日 調査時間 干潮時刻と漸高

江奈湾 7月2日 14.00 15 30 14 07 (29crn) 

7月7日 15 00-16 DO 16:45(72crn) 

7月15日 11.00-1200 12:25( 5crn) 

箆沙門湾 7月7日 I 6・30-1700 16 45 (72crn) 

小網代湾 7月8日 930-11.00 6 ・ 37 (60crn) 

7月14日 12 00-13 00 11 4 4 ( 0 cm) 

小田和湾 7月14日 9 00 10:30 l l 44 ( Ocrn) 

7月15日 9 00-10.00 12:25( 5crn) 

7月29日 l 3・0014 00 11 2 8 ( 1 l c rn) 

潮岬以西にあって本県へ幼生を供給する可能性

がある和歌山県の安定した生息地は，1970年代に

既に2ヶ所を数えるばかりになっており（和田，

1978），紀伊水道対岸の徳島県吉野川河口では近縁

のシオマネキU.arcuataより個体数が少ない（パン

ダクラブt事島， 1997）。このよ うに孤立した小さな
地域個体群から生み出された幼生が，遠隔地への

分布拡大に寄与する確率は低いと考えられるが，

本種を含むスナガニ科は2ヶ月の浮遊期をもち，浮

遊幼生が黒潮に乗れば三浦半島に到達することは

不可能ではない（和田恵次氏私信）。

干潟に上陸する第l稚ガニの甲幅はl.4mmで，シ

オマネキより大きいがその後の成長は遅く，翌年

初夏の甲 111高は8mrn程度で，2年目にようやく成ガ

ニとなる（山口，1995）。木標本の甲幅は 14.89111111

で，過去の採集標本の甲幅範囲（山口編，1993）か

らみて成ガニと判断される。この大きさに達する

までには，1997年に上陸して 2回の冬を越してい

ることになるが，関東地方の最近2回の冬はともに

暖冬で，越冬は容易であったろう。

最近は，沖縄以南に分布するヒメ シオマネキu.
vocan.sが大阪湾で発見されたり（｜」ー｜下 ・山西，

1999），同じく沖縄以南に分布するベニシオマネキ

U.gaimard iとオキナワハクセ ンシオマネキ

U.perplexαが和歌山県で発見されるなど（和田恵次

氏私信），シオマネキ類の北方への分布拡大を示唆

する情報が複数得られている。本種の，従来知られ

ていた分布地から大きく 離れた本県における出現

も，これら一連の北方への拡大現象のひとつと解

釈される。

一方，本種はベットショップで売られる事があ

り（池田 等氏私信），本標本が人為的に放たれたも

のである可能性も否定できない。本県沿岸では，近

年になって明らかに海外や遠隔地から持ち込まれ
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その他のスナガニ科の生息
本種の生息 ヤTトオすγニ チコ’γ二 J ;! 'Jキカ’ニ

× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。
× 。 。 。

たと推察される「紛れものJの員が数多く発見され

ており （池日ヨ ・竹山， 1994），本来の分布地から大

きく外れる海岸動物の発見事例については，人為

的な移動の可能性を含めて検討する必要があろう。
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